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い
ま
す

 

者

植

1）第 20 号 

初
版
五
千
部
を
契
約
し
ま
し
た
が
四
百
冊

を
超
え
る
追
加
注
文
を
頂
き
大
変
喜
ん
で

い
ま
す
。

た
。十

九
人
を
殺
害
、
二
六
人
の
知
的
障
害

者
に
重
軽
傷
を
与
え
た
元
職
員

植
松

聖

昨
年
出
版
し
た
「
地
域
共
生
ホ
ー
ム
」

は
、
全
施
連
が
十
五
年
活
動
し
て
き
た
集

大
成
で
も
あ
り
、
会
員
一
同
が
学
習
を
深

（
神
戸
市
） 

第

３

回

理

事

会 

３
月

16
・

17
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
神
戸
市
）

御
協
力
を
頂
き
発
行
で
き
ま
し
た
こ
と
を

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

多
く
の
会
員
に
読
ん
で
頂
き
た
い
と

三
年
前
の
七
月
二
六
日
未
明
に
発
生
し

た
「
や
ま
ゆ
り
園
」
事
件
に
日
本
中
が
震

え
上
が
り
、
世
界
中
に
衝
撃
が
走
り
ま
し

こ
と

物
言
え
ぬ
我
が
子
ら
に
変
わ
っ
て

正
し
い
意
見
を
言
う
こ
と
を
全
施
連
の
理

念
と

し
て

活

動

し

て

き

ま

し

た

。 

各
部
と
の
調
整
を
行
い
、
会
員
の
方 

 
 

へ
情
報
提
供 

第
６
回
常
任
委
員
会 

１
月

27
・

28
日

（
神
戸
市
）

昨
年
は
全
施
連
が
編
著
し
た

地
域
共

生
ホ
ー
ム
」
と
い
う
書
籍
を
出
版
し
ま
し

た
が
、
会
員
皆
様
の
多
額
の
資
金
カ
ン
パ

御
協
力
を
頂
き
発
行
で
き
ま
し
た
こ
と
を

時
に
役
立
つ
事
を
確
信
し
て
い
ま
す

▼
や
ま
ゆ
り
園
事
件
裁
判
に
つ
い
て 

三
年
前
の
七
月
二
六
日
未
明
に
発
生
し

我
が
子

の
幸
せ

追
求
す

知

的
障
害
者
（
児
）
全
て
の
親
・
家
族
が
手

を
取
り
合
う
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
す
る

こ
と
。
物
言
え
ぬ
我
が
子
ら
に
変
わ
っ
て

（
執
筆
者
調
整
を
行
い
な
が
ら
全
県

連
を
巡
回
開
催
） 

広
報
部 

20
号
、

21
号
の
発
行
を
計
画 

総
務
部 

理

事

会

の

議

案

整

理

及

び 
 
 

全施

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

昨
年
は
全
施
連
が
編
著
し
た
「
地
域
共

こ
の
本
で
得
ら
れ
る
知
識
を
武
器
に
施

設
・
行
政
と
の
話
し
合
い
・
要
望
を
行
う

時
に
役
立
つ
事
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

▼
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

全
施
連
は
設
立
以
来
知
的
障
害
を
持
つ

我
が
子
ら
の
幸
せ
を
追
求
す
る
こ
と
。
知

研
修
部

地
域
共
生
ホ
ー
ム
熟
知
の
た
め
、

３
月
理
事
会
に
於
い
て
の
研
修
会
を

実
施
、
そ
の
後
各
県
連
研
修
会
を
開
催

（
執
筆
者
調
整
を
行
い
な
が
ら
全
県

施連ニュー

全
施
連
出
版
「
地
域
共
生
ホ

ム
」

ご
挨
拶 

理 

事 
長 
由 

岐 

透 

め
細
か
な
法
制
度
の
確
立
を
急
が
せ
る
毅

然
と
し
た
判
決
が
欲
し
い
と
考
え
ま
す
。 

▼
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

組

未
加
入

施

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
進
め

ま
す
。
日
本
福
祉
協
会
を
訪
問
し
、
未

加
入
で
あ
る
県
支
部
へ
の
紹
介
依
頼 

研
修
部

地
域
共
生
ホ

ム
熟
知
の
た
め
、

ース

販
売
契
約
数
五
千
部
突
破

全
施
連
出
版
「
地
域
共
生
ホ
ー
ム
」

ま
た

こ
の
裁
判
で
司
法
は
植
松
被
告

の
巧
妙
な
？
対
応
に
惑
わ
さ
れ
ず
同
じ
よ

う
な
事
件
を
生
み
出
さ
な
い
た
め
に
、
き

め
細
か
な
法
制
度
の
確
立
を
急
が
せ
る
毅

会
議
員
団
を
訪
問
し

「
地
域
共
生
ホ

ー
ム
」
贈
呈
と
全
施
連
の
要
望
活
動
を

計
画 

組
織
部

未
加
入
県
へ
の
全
施
連
パ
ン
フ

令

販
売
契
約
数
五
千
部
突
破

常
さ
も
社
会
全
体
の
障
害
者
差
別
の
現
状

を
示
し
て
い
る
と
思
え
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
裁
判
で
司
法
は
植
松
被
告

常
任
委
員
会
の
活
動
の
お
知
ら
せ 

行
政
対
策
部 

衆
参
厚
生
労
働
委
員
等
国

会
議
員
団
を
訪
問
し
、
「
地
域
共
生
ホ

全国

理

神
神戸

令和 2（2020）

値
が
な
い
の
か
、
命
の
尊
厳
の
平
等
は
な

い
の
か
も
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

被
害
者
が
匿
名
扱
い
に
な
っ
て
い
る
異

者
・
施
設
職
員
な
ど
関
係
者
に
会
員
活
動

の
一
つ
と
し
て
積
極
的
に
広
め
る
こ
と
が

重
要
な
こ
と
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。 

一般社団
国知的障害者施設

理事長 由 

全施連広

〒650-
神戸市中央区
戸市立総合福

☎078-37

年 1 月 15

の
裁
判
が
一
月
八
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

こ
の
裁
判
で
は
、
植
松
被
告
が
主
張
す

る
よ
う
な
働
け
な
い
障
害
者
は
生
き
る
価

値
が
な
い
の
か
、
命
の
尊
厳
の
平
等
は
な

め
る
こ
と
が
必
要
で
す

こ
の
本
は
衆
参
両
院
の
労
働
委
員
会
メ

ン
バ
ー
や
各
自
治
体
議
員
・
行
政
担
当

者

施
設
職
員
な
ど
関
係
者
に
会
員
活
動

団法人 
設家族会連合会

 岐   透

広報部会 

-0016 
区橘通 3-4-1
祉センター内

71-3930 

日 

の
裁
判
が
一
月
八
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

会 

 



令和 2（2020）年 1月 15 日  全施連ニュース  第 20 号(2）  

 

全
員
参
加
型
討
論
会 

 

令
和
元
年

10 
月
７
日
（
月
）
～
８
日

（
火
）
仙
台
市
の
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
に 

お
い
て
、
全
施
連
第

１５
回
全
国
大
会
が 

２
日
間
に
亘
っ
て
開
催
さ
れ
、
全
国
各
地 

か
ら
３
２
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

東
日
本
大
震
災
復
興
報
告
、行
政
報
告
、 

講
演
と
全
員
参
加
型
の
討
論
会
ま
で
熱
気 

に
満
ち
た
大
会
と
な
り
、
最
後
に
宮
城
県 

か
ら
次
年
度
開
催
の
熊
本
県
へ
大
会
シ
ン 

ボ
ル
旗
が
手
渡
さ
れ
２
日
間
の
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。 

 

本
大
会
に
は
宮
城
県
知
事
、
仙
台
市
長
、 

日
本
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
長
な
ど
の
来

賓
を
迎
え
て
、
宮
城
県
知
的
障
害
施
設
親

の
会
連
合
会
副
会
長
の
大
会
宣
言
に
続
い

て
、
由
岐
透
全
施
連
理
事
長
か
ら
開
会
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

 

由
岐
理
事
長
は
、「
本
大
会
は
知
的
障
害

が
あ
る
人
が
少
し
で
も
暮
ら
し
や
す
く
， 

安
定
し
た
生
活
が
保
障
さ
れ
る
社
会
の
実

現
を
願
い
全
国
の
家
族
が
一
堂
に
集
ま
り
、 

真
の
共
生
社
会
を
目
指
す
地
域
共
生
ホ
ー 

ム
を
道
標
に
新
た
な
決
意
で
迎
え
る
全
国 

大
会
の
開
催
と
な
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

ご
来
賓
の
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、
大 

野
宮
城
県
知
的
障
害
施
設
親
の
会
連
合
会 

会
長
代
理
の
方
か
ら
、
８
年
半
前
の
東
日 

 
本
大
震
災
の
復
興
支
援
へ
の
感
謝
の
言
葉 

 
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

「
地
域
共
生
ホ
ー
ム
」
の
出
版
の
執
筆

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
、
埼
玉
大
学
教

育
学
部
特
別
支
援
教
育
講
座
准
教
授
宗

澤 

忠
雄 

氏
、
北
九
州
市
立
大
学
文
学
部

人
間
関
係
学
科
教
授 

小
賀 

久 

氏
、
全

施
連
副
理
事
長 

南 

守
氏
の
３
名
に
よ

る
、
質
疑
応
答
ス
タ
イ
ル
の
講
演
を
行
い

ま
し
た
。 

２
日
目
は
、
前
日
の
講
演
の
内
容
に
加

え
、
家
族
会
か
ら
全
施
連
理
事
長 

由
岐 

透 

氏
、
千
葉
県
知
的
障
害
者
施
設
家
族

会
連
合
会
会
長 

奥
澤 

時
宗 

氏
の
２
名

か
ら
の
問
題
提
起
を
受
け
て
、
本
大
会
の

テ
ー
マ
「
知
的
障
害
の
あ
る
人
の
こ
れ
か

ら
の
住
ま
い
と
暮
ら
し
」
に
つ
い
て
全
員

討
論
を
行
い
ま
し
た
。 

 

会
場
か
ら
の
質
疑
討
論
を
終
え
、
「
私 

た
ち
知
的
障
害
者
支
援
施
設
の
利
用
者

家
族
は
、
本
の
内
容
を
熟
知
し
、
そ
れ
を

武
器
と
し
て
、
支
援
施
設
利
用
者
の
よ
り

良
い
暮
ら
し
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
国
・

自
治
体
等
に
対
し
て
我
が
子
や
兄
弟
姉

妹
の
要
望
を
、
し
っ
か
り
突
き
つ
け
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。 

大  

会  

決  

議 

一 

二
十
四
時
間
切
れ
目
の
な
い
支
援
で
快

適
に
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
障
害
者
支

援
施
設
を
新
設
し
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

質
を
充
実
し
て
く
だ
さ
い
。 

二 

支
援
の
制
限
に
繋
が
る
支
援
区
分
は
本

人
に
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み

に
変
え
て
下
さ
い
。 

三 

安
定
し
て
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る

支
援
職
員
の
配
置
基
準
の
見
直
し
と
定
員

増
と
職
員
の
処
遇
改
善
を
急
い
で
下
さ
い
。 

四 

知
的
障
害
者
の
特
性
を
熟
知
し
、
福
祉

職
の
専
門
家
と
し
て
の
施
設
職
員
を
育
成

し
て
下
さ
い
。 

五 

生
活
保
護
費
以
下
の
障
害
基
礎
年
金
の

引
き
上
げ
、
憲
法
に
保
障
さ
れ
た
公
的
責

任
を
果
た
し
て
下
さ
い
。 

六 

障
害
福
祉
制
度
と
介
護
保
険
制
度
と
の

一
体
化
・
統
合
に
は
反
対
し
ま
す
。 

七 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
知
的
障
害

者
へ
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

義
務
を
負
う
こ
と
と
し
て
下
さ
い
。 

 

二
〇
一
九
年
（
令
和
元
年
）
十
月
八
日 

 

全
国
知
的
障
害
者
施
設
家
族
会
連
合
会 

杜
の
都 

仙
台
市
に
３
２
０
名
が
集
い

福
祉
の
後
退
を
許
さ
な
い

～
真
の
共
生
社
会
を
～

全 国 大 会 全 員 参 加 型 討 論 会 会 場  



(3

 易
で
は
な
い

ま
た

事
務
局
職
員
給
与

3）第 20 号 

提
案
が
さ
れ
ま
し
た
が
「
組
織
拡
大
に
よ

っ
て
収
入
は
増
加
で
き
る
が
、
拡
大
は
容

易
で
は
な
い
。
ま
た
、
事
務
局
職
員
給
与

月 

4 16

5 

6 

6 

6 

6 

7 23

9 

9 

9 

10 

10 

11 25

事
務
局
職
員
給
与
な
ど
組
み
換
え
等
を
行

う
こ
と
で
現
状
の
予
算
規
模
、
あ
る
い
は
、

縮
小
し
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。
」と
い
う

日 

6（火）・17（水）

25（土） 

13（木） 

13（木） 

14（金） 

14（金） 

20（木） 

3（火）・24（水

10（火） 

13（金） 

18（水） 

7（月） 

8（火） 

8（火） 

5（月）・26（火

２

い
て
審
議
し

会
費
に
つ
い
て
は

試
算

の
精
査
や
定
款
の
整
備
等
に
つ
い
て
各
理

事
か
ら
意
見
を
求
め
ま
し
た
。「
組
織
拡
大
、

事
務
局
職
員
給
与
な
ど
組
み
換
え
等
を
行

 

） 第 1 回

第 13

第 2 回

理

社

第 3 回

中央法

水） 第 4 回

「地域共

福祉

きょう

第 15

第 2

火） 第 5 回

２０１

全施

 

北
海
道
家
族
連
か
ら
出
さ
れ
た
、
値
上

げ
の
対
案
・
定
款
の
整
備
そ
の
ほ
か
に
つ

い
て
審
議
し
、
会
費
に
つ
い
て
は
、
試
算

 

ま
た
、
次
期
全
国
大
会
が
、
２
０
２
０

年

10
月

21
・

22
日
に
、
熊
本
県
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

内 容 

回常任委員会

3 回 PT 会議

回常任委員会

理事会& 

社員総会 

回常任委員会

法規出版訪問

回常任委員会

共生ホーム」出

祉協会訪問

うされん訪問

回全国大会

2 回理事会

回常任委員会

１９年度

施連ニュー

か
ら
今
後
も
各
道
県
連
で
、
他
団
体
な
ど

へ
の
あ
っ
せ
ん
等
販
売
推
進
が
求
め
ら
れ

ま
し
た
。 

海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
、
常
任
委
員

の
選
出
に
つ
い
て
選
任
が
求
め
ら
れ
ま
し 

た
。 

場所

会 神 戸

神 戸

会 新大阪

新大阪

会 新大阪

問 東 京

会 神 戸

出版  

東 京

東 京

会 宮 城

宮 城

会 神 戸

年度全施

ース

販
売
に
つ
い
て

全
施
連
の
活
動
と
し
て

理
解
が
広
が
り
、
販
売
目
標
に
一
定
程
度

以
上
を
達
成
で
き
ま
し
た
。
由
岐
理
事
長

か
ら
今
後
も
各
道
県
連
で
、
他
団
体
な
ど

意
見
提
案
を
今
後
の
全
施
連
の
活
動
に
活

か
し
、
方
向
付
け
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 
こ
の
ほ
か
、
空
席
と
な
っ
て
い
た
、
北 

海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
、
常
任
委
員

 

戸 2019 年

戸 書籍出版

阪 理事会・

阪
H30 年度

2019 年

阪 理事会・

京 書籍出版

戸 書籍販売

中央法規

京 地域共生

京 地域共生

城 
東日本大

交流会、

城 書籍販売

戸 委員会活

施連活

令

理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

全
施
連
提
言
Ⅱ
「
地
域
共
生
ホ
ー
ム
」

販
売
に
つ
い
て
、
全
施
連
の
活
動
と
し
て

値
上
げ
等
全
項
目
に
つ
い
て
継
続
審
議
と

し
ま
し
た
。
又
、
各
理
事
か
ら
出
さ
れ
た

意
見
提
案
を
今
後
の
全
施
連
の
活
動
に
活

度事業計画案

版打合せ 

・社員総会議

度事業報告・

度事業計画会

・社員総会振

版打合せ 

売打合せ、値

規出版より出

生ホーム紹介

生ホーム紹介

大震災復興報

、全員参加型

売、定款、値

活動・値上げ

活動報

令和 2（2020）

次
回
大
会
は
熊
本
で 

 

メ
ル
パ
ル
ク
仙
台
会
議
室
に
お
い
て
、 

 

定
款
変
更
は
、
確
か
に
文
言
等
の
加
除

修
正
が
必
要
な
ど
、
提
案
を
受
け
今
理
事

会
で
は
、
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
会
費

備考 

案 

議案内容確認

会計決算 

会計予算案 

振り返り・次回打

値上げ案につ

出版 

介 

介 

報告、行政説

型討論会 

上げ案につい

げ案について 

報告 

年 1 月 15

第
２
回
理
事
会 

会
費
値
上
げ
案
な
ど
継
続
審
議
へ
ー 

が

全
職
務
を
行
う
に
は
正
規
雇
用
と
処

遇
改
善
が
望
ま
し
い
が
そ
れ
が
出
来
て
い

な
い
」
と
理
事
長
は
説
明
し
ま
し
た
。 

定
款
変
更
は
、
確
か
に
文
言
等
の
加
除

 

打合せ 

ついて 

説明、講演、

いて 

日 

第

回
理
事
会

が
、
全
職
務
を
行
う
に
は
正
規
雇
用
と
処



(4

 族
代
表

経
験
豊
か
な
弁
護
士
の
方
々
の

は
提
示

て
い

思

の
で
あ

 

4）第 20 号 

「地域

 全施連と
都道府県連
11月末まで

都道府県

北海道 

青森 

宮城 

秋田 

栃木 

群馬 

千葉 

神奈川 

埼玉 

東京 

愛知 

岐阜 

 

し
て
い
く
道
標
と
し
て
、
知
的
障
害
者
問

題
研
究
者
の
大
学
教
授
や
、
施
設
長
・
家

族
代
表
・
経
験
豊
か
な
弁
護
士
の
方
々
の

動
物
的
愛
に
溺
れ
ず
、
根
強
い
優
生
思
想

の
克
服
も
学
び
合
う
必
要
を
、
こ
の
裁
判

は
提
示
し
て
い
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

域共生ホ

として5,000
連家族会に販
での販売実績

県 販売数 

１１８ 

  ５ 

２００ 

 １０ 

１２４ 

１４５ 

５８２ 

４８５ 

 ３１ 

 ３０ 

 ５５ 

１８７ 

 

 

こ
の
度
出
版
し
ま
し
た
「
地
域
共
生
ホ

ー
ム
」
は
、
現
在
あ
る
入
所
施
設
を
快
適

な
人
間
豊
か
な
支
援
あ
る
住
ま
い
へ
改
善

根
深
い
差
別
と
真
正
面
か
ら
向
き
合
い

わ
が
子
た
ち
の
尊
厳
の
確
立
の
た
め
に
集

ま
っ
た
組
織
の
仲
間
で
あ
る
。
私
達
は
、

ホーム」販

0冊を販売目
販売をいた
績をお知らせ

都道府県 

和歌山 

兵庫 

高知 

島根 

福岡 

長崎 

大分 

佐賀 

熊本 

宮崎 

鹿児島 

全施連 

合 計 

件
報
道
で
も
明
ら
か
で
す

 

き
っ
と
出
来
る
よ
・
み
ん
な
の
力
で 

実
現
を
目
指
す
歩
み
を
！ 

こ
の
度
出
版
し
ま
し
た
「
地
域
共
生
ホ

れ
た
家
族
が

今
も
名
前
の
公
表
を
拒
む

姿
勢
に
も
、
同
じ
親
と
し
て
違
和
感
を
持

っ
て
し
ま
う
。 

根
深
い
差
別
と
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、

全施

販売状況

標にして、
ただきました
せします。

販売数 

 ６０

８１３

１８８

３００

５７０

 ７８

１５０

１２４

６７８

２０１

２７９

 ３９

５４５２

用
者
支
援
体
制
は
、
支
援
法
が
示
す
水
準

以
下
で
あ
る
こ
と
が
、
全
国
の
数
々
の
事

件
報
道
で
も
明
ら
か
で
す
。

だ
と
叫
び
た
い
。 

 

し
か
し
、
植
松
被
告
に
我
が
子
を
殺
さ

れ
た
家
族
が
、
今
も
名
前
の
公
表
を
拒
む

施連ニュー

各
た。
 

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

職
員
の
少
な
さ
に
輪
を
掛
け
る
研
修
の
不

十
分
さ
・
低
処
遇
な
ど
で
、
現
場
で
の
利

 
 
 

研
修
会
の
推
進 

い
た
だ
く
よ
う
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

弁
護
士
は
、
被
告
が
精
神
病
で
責
任
能

力
な
く
、
無
罪
だ
と
主
張
し
て
い
る
が
、

そ
ん
な
弁
護
が
通
る
な
ら
、
こ
の
世
は
闇

ース

を
出
版
し
ま
し
た

 

 

現
在
の
障
害
者
総
合
支
援
法
で
も
入
所

施
設
利
用
者
の
暮
ら
し
は
一
定
の
保
障
が

さ
れ
て
い
る
こ

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

声
な
き
声
と
家
族
の
願
い
を

友
人
知
人

行
政
や
議
会
議
員
の
方
に
も
「
地
域
共
生

ホ
ー
ム
」の
内
容
理
解
を
広
め
ま
し
ょ
う
。 

す
で
に

い
く
つ
か
の
県
連
で
は

執

筆
者
の
方
々
を
招
い
て
研
修
会
が
行
わ
れ

て
お
り
、
全
施
連
で
は
全
道
県
連
で
実
施

い
た
だ

よ

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

い
る
が

十
九
人
の
無
抵
抗
の
障
害
者
を

短
時
間
で
殺
し
た
事
件
は
、
世
界
に
も
類

が
な
い
。 

弁
護
士
は
、
被
告
が
精
神
病
で
責
任
能

令

穏
や
か
で
快
適
な
暮
ら
し
が
で
き
る
住
ま

い
の
実
現
を
目
指
す
参
考
書
と
し
て
の
本

を
出
版
し
ま
し
た
。

 

「
ホ
ッ
と
で
き
る
家
」
、
快
適
な
我
が
家

と
い
え
る
施
設
が
必
要
な
我
が
子
ら
の 

声
な
き
声
と
家
族
の
願
い
を
、友
人
知
人
、

書
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
計
画

し
て
い
ま
す
。 

す
で
に
、
い
く
つ
か
の
県
連
で
は
、
執

裁
判
員
裁
判
が
始
ま
り
、
被
告
は
罪
状
を

認
め
た
。
裁
判
は
大
き
な
話
題
を
呼
ん
で

い
る
が
、
十
九
人
の
無
抵
抗
の
障
害
者
を

令和 2（2020）

 

一
人
で
は
生
活
を
営
む
こ
と
が
困
難
な

知
的
障
害
を
持
つ
我
が
子
ら
の
た
め
に
、

執
筆
に
よ
る
格
調
高
い
、
そ
し
て
家
族
に

わ
か
り
や
す
い
手
引
書
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

い
ま
す
。 

 

ま
た
、
各
道
県
連
で
、
数
名
の
推
進
員

を
養
成
い
た
だ
き
、
全
会
員
に
対
し
て
本

九
人
殺
害
さ
れ
、
二
六
人
が
負
傷
し
た
残

虐
な
事
件
が
起
き
た
。 

 

今
年
一
月
八
日
か
ら
犯
人
、
植
松
聖
の

年 1 月 15

み
ん
な
で
読
も
う 

私
た
ち
の
参
考
書

全
施
連
出
版

「
地
域
共
生
ホ
ー
ム
」

全
施
連
で
は

こ
の
図
書
を
十
分
に

熟
読
理
解
す
る
た
め
に
各
道
県
連
で
の

会
員
へ
の
勉
強
会
の
開
催
を
計
画
し
て

い

す
。

編

集

後

記 
 

三
年
前
、
神
奈
川
県
の
入
所
施
設
「
や

ま
ゆ
り
園
」
で
、
重
度
知
的
障
害
者
が
十

九
人
殺
害

れ
、
二
六
人
が
負
傷
し
た
残

日 

み
ん
な
で
読
も
う

私
た
ち
の
参
考
書

全
施
連
で
は
、
こ
の
図
書
を
十
分
に

編

集

後

記


